
十
一
月
十
二
日
f
河
辺
中
学
校
を

主
会
場
に
第
六
回
人
権
の
つ
ど
い
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
中
は
人
権

公
開
授
業
、
午
後
か
ら
全
体
会
で
人

権
作
文
（
意
見
）
発
表
、
人
権
標
語

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
劇
団
「
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｎ
﹈

に
よ
る
「
花
の
ご
と
く
輝
い
て
〜
人

権
の
つ
ど
い
編
〜
」
が
公
演
さ
れ
、

い
じ
め
問
題
を
と
り
い
れ
た
内
容
に

一
同
が
感
動
！
感
激
！

家
庭
・
学
校
・
地
域
が
一
体
と
な

っ
た
劇
に
、
命
の
大
切
さ
や
い
じ
め

の
な
い
社
会
づ
く
り
に
つ
い

て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（1）平成11年11月25日 か　　わ　　べ 第 134 号

’99 11月
発　　行
河辺村公民館

1（0893）39－2111
内線　205・206

佐 川 印 刷 ㏍

吉 田 町 北 小 路
1（0895）52－0600

優しさで心が響き合う仲間たち

人権標語発表

公 開 授公 開 授 業公 開 授 業　 

人権標語発表人権標語発表

公 開 授 業

人権標語発表　 



第 134 号 か　　わ　　べ 平成11年11月25日（2）

文 化 協 会 発 表

当
日
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
て
多
く
の
人
出
で
終
日
賑
わ
い
ま
し
た
。

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
で
は
、
文
化
協
会
の
楽
し
い
発
表
の
後
テ
レ
ビ
で

お
馴
染
み
の
押
坂
忍
先
生
を
講
師
に
迎
え
『
健
康
に
生
き
る
幸
せ
』
と
題

し
て
、
家
族
の
体
験
を
交
じ
え
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
の
最
後
に
健
康
に
関
す
る
ク
イ
ズ
形
式
の
ふ
れ
あ
い
が
あ
り
、
会

場
は
立
ち
見
の
で
る
程
盛
況
で
し
た
。

講
演
会
に
先
立
っ
て
行
な
わ
れ
た
健
康
世
帯
の
表
彰
に
は
、
十
四
世
帯

の
方
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
等
や
幼
・
小
中
・
一
般

の
方
々
の
作
品
の
展
示
に
は
、
健
康
相
談
を
さ
れ
る
方
や
熱
心
に
観
賞
さ

れ
る
方
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
婦
人
会
バ
ザ
ー
や
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
等
の
特
産
品
の
販
売
も

好
評
の
た
め
完
売
状
態
と
な
り
、
最
後
に
景
品
付
も
ち
ま
き
を
行
な
い
楽

し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
農
林
物
産
展
品
評
会
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

河
辺
村
長
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
サ
カ
エ
（
ト
マ
ト
）

肱
川
地
区
林
材
業
振
興
会
議
会
長
賞
　
山
本
　
　
明
（
乾
し
い
た
け
）

河
辺
村
議
会
議
長
賞
　
　
　
　
　
　
　
大
野
　
實
夫
（
ゆ
　
ず
）

河
辺
村
森
林
組
合
長
賞
　
　
　
　
　
　
松
下
　
　
勝
（
乾
し
い
た
け
）

川
上
商
工
会
長
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
本
　
幸
徳
（
コ
ン
ニ
ャ
ク
芋
）

愛
媛
た
い
き
農
協
河
辺
支
所
長
賞
　
　
新
　
　
君
江
（
モ
ロ
ッ
コ
）

トトロ 
も応援 

力作がいっぱ～い

農 林 物 産 展

もちまき押坂　忍先生の講演

う

まく
入るかな～

　
う

まく
入るかな～

　

こっち 
　　こっち 

10/31



（3）平成11年11月25日 か　　わ　　べ 第 134 号

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
に
お
い

て
、
谷
本
幸
徳
さ
ん
に
対
す
る
勲
六
等
単

光
旭
日
章
が
八
幡
浜
地
方
局
長
　
阿
比
留

晋
一
さ
ん
に
よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
消
防
の
分
野
に
お
い
て

尽
く
さ
れ
た
御
功
績
に
よ
り
、
文
化
の
日

に
特
に
選
ば
れ
て
、
天
皇
陛
下
か
ら
勲
章

授
与
の
栄
誉
を
受
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

平成11年度金婚祝賀会が、ふるさとの宿において開催され、11組のご招待の内、８組のご夫婦に出席をい
ただきました。
皆さんおめでとうございます。いつまでもお二人でお幸せに！

○
三
久
保
　
弘
田
　
石
頼
ご
夫
妻

寄
　
香

○
宮
　
谷
　
福
見
　
隆
明
ご
夫
妻

光
　
子

○
寺
薮
中
　
梅
木
　
安
夫
ご
夫
妻

ミ
ユ
キ

結　婚　50年を祝って

❈
❈

❈
❈

❈
❈

❈
❈

❈
❈

❈
❈

❈
❈

❈
❈

❈
❈

❈

❈
❈

❈
❈

❈
❈

❈
❈

❈
❈

❈
❈

❈
❈

❈
❈

❈
❈

❈

❈❈❈❈❈❈❈❈❈❈❈❈❈❈❈❈❈❈❈

❈❈❈❈❈❈❈❈❈❈❈❈❈❈❈❈❈❈❈

○
橡
　
谷
　
渡
辺
　
久
松
ご
夫
妻

ア
キ
子

○
宮
　
谷
　
木
村
　
義
夫
ご
夫
妻

富
子

○
神
　
納
　
山
本
　
徳
平
ご
夫
妻

ウ
メ
ヨ

○
植
　
松
　
大
野
喜
久
雄
ご
夫
妻

君
子

○
三
久
保
　
大
野
　
　
猛
ご
夫
妻

フ
ジ
エ

○
百
合
谷
　
大
森
　
高
知
ご
夫
妻

サ
ト
子

○
露
　
内
　
長
岡
　
梅
吉
ご
夫
妻

ニ
シ
子

○
寺
薮
中
　
縄
田
　
　
進
ご
夫
妻

繁
利

おめでとうございます
伝　　達　　式

10/19

谷
本
　
幸
徳
さ
ん（
赤
ヶ
滝
）

勲
六
等
単
光
旭
日
章

伝

達

式

11/16



わ
く
わ
く
―
∞
―

セ
ミ
ナ
ー
未
来
創
造

編
が
公
民
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
講
師

に
内
子
町
国
際
交
流
員
ア
ニ
タ
先

生
を
迎
え
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
の
話
題
、
受
講
生
と
フ
リ

ー
ト
ー
キ
ン
グ

等
和
や
か
な
セ

ミ
ナ
ー
と
な
り

ま
し
た
。

第 134 号 か　　わ　　べ 平成11年11月25日（4）

夏休みの交流に続き、八幡浜市の真穴中学校が河辺

村を訪れ、河辺ならではの活動を体験されました。１

日目は竹飯盒炊飯と魚釣りを２日目は脱藩の道を歩き

山の秋を感じていました。

10/28

ア ニ タ 先 生

八幡浜市の真穴中が来村11/6･7

河
辺
小
学
校
児
童
に
よ
る
交

通
安
全
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
が
植
松

地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
パ
レ
ー
ド
は
秋
の
全
国
交

通
安
全
運
動
期
間
中
、
村
民
へ

の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
交

通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
る
も

の
で
、
小
学
校
全
児
童
五
十
三

名
が
元
気
に
パ
レ
ー
ド
を
行
い

ま
し
た
。
パ
レ
ー
ド
終
了
後
、

「
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。」
と

稲
田
村
長
が
あ
い
さ
つ
し
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

飲
ん
で
Y
食
べ
て
Z

笑
っ
て
Y
歌
っ
て
Z

三
杯
谷
滝
ま
つ
り 交通事故に気をつけて

お祭り日和にめぐまれて
川
上
地
区
で
三
杯
谷
の
滝
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
村
内
外
か
ら

大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
き
じ
鍋
、
お
に
ぎ

り
、
あ
ま
酒
等
が
振
る
舞
わ
れ
、

ス
テ
ー
ジ
上
で
行
わ
れ
る
カ
ラ
オ

ケ
大
会
や
日
本
で
一
番
若
い
夫
婦

漫
才
コ
ン
ビ
シ
ョ
ー
を
楽
し
み
秋

晴
れ
の
下
終
始
和
や
か
な
一
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

11/14

定住促進住宅建設中
河辺村に定住を促進するために稲谷地区に建設中の住

宅について概要をお知らせします。入居に関しての詳し

いことは、１月頃にお知らせ致します。

〈お問い合せ　　総務課　10893－39－2111〉

３階　１ＤＫ　６戸

家賃　16,000円

（予定）

１階　２ＬＤＫ　３戸

２階　２ＬＤＫ　３戸

家賃　26,000円（予定）

交
通
安
全

鼓
笛
パ
レ
ー
ド 9/29

廊　下

MB
玄関

廊下

温水器
置場

浴室 下
駄
箱

洗面・脱衣

洋間８帖

便所
PS

物入 物入 物入

押入 床の間

ＬＤＫ 和室 ６帖

バルコニー

玄関

ＤＫ

便所

PS

物入

洋間８帖

バルコニー

温水器
置場

浴室

ま だ か な ～



（5）平成11年11月25日 か　　わ　　べ 第 134 号

小
学
生
の
鼓
笛
隊
を
先
頭
に
、
秋
晴

れ
の
な
か「
第
三
十
五
回
村
民
運
動
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
、

二
宮
運
営
委
員
長
の
開
会
宣
言
の
あ

と
、
年
間
最
多
勝
利
賞
の
授
与
が
坂
本

分
館
に
あ
り
、
稲
田
大
会
長
の
あ
い
さ

つ
、
続
い
て
宮
岡
議
長
よ
り
温
か
い
激

励
の
こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。

選
手
宣
誓
で
は
、
昨
年
度
制
覇
の
坂

本
分
館
久
保
龍
哉
選
手
の
力
強
い
宣
誓

が
あ
り
競
技
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
競

技
種
目
で
は
、
運
営
委
員
会
等
で
協
議

さ
れ
た
新
規
種
目
が
採
り
入
れ
ら
れ
、

ひ
と
あ
し
先
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
各
種

目
に
白
熱
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
河
辺
音
頭
で
一
息
、
前
半

か
ら
リ
ー
ド
し
た
大
伍
分
館
が
二
年
ぶ

り
に
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
選
手
の

皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

な
お
、
来
年
は
十
月
の
第
二
月
曜
日

が
体
育
の
日
と
な
り
ま
す
。
２
０
０
０

年
は
ど
ん
な
ド
ラ
マ
が
・
・
・
。

秋空の下　元気に  村民運動会 秋空の下　元気に  村民運動会 10/10

宝 ひ ろ い 選 手 宣 誓 小学生の鼓笛隊

早く入れないと

大伍分館おめでとうございます

落ちないで－

ね－　僕の話聞いて 婦人会の「美」への追求 これでど－だ

どれに 
しようかな！ 

がんばり 
ます 



第 134 号 か　　わ　　べ 平成11年11月25日（6）

喜多郡の新しいシンボルマーク（管内大会）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
が
管
内
大
会
に

お
い
て
見
事
二
位
と
な
り
県
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。
大
会
は
松
山
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
が
、
健
闘
も
む
な
し
く
初

戦
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。
選
手
の
皆
さ

ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

ま
た
、
管
内
大
会
で
郡
旗
（
喜
多
郡

の
若
者
塾
企
画
）
が
一
新
さ
れ
郡
の
統

一
が
益
々
強
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

牛鬼とハイポーズ

春
日
神
社
の
地
方
祭
で
、
恒

例
の
か
わ
い
い
園
児
た
ち
の

「
子
ど
も
み
こ
し
」
が
登
場
。
十

七
名
の
元
気
な
掛
け
声
に
お
祭

り
も
ピ
カ
チ
ュ
ウ
。

ピ
カ
チ
ュ
ウ
も
応
援
！

子
ど
も
み
こ
し

スポレク祭 ’99

河
辺
の
皆
様
、
お
健
や

か
に
お
暮
し
で
し
ょ
う

か
。
私
事
、
仕
事
の
都
合

で
郷
里
を
離
れ
て
も
う
四

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
転
出
時
に
は
時
間

的
ゆ
と
り
が
全
く
な
く
、

今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た

皆
様
方
へ
十
分
な
ご
挨
拶

も
出
来
な
い
ま
ま
転
勤
し

ま
し
た
。
そ
の
事
が
心
残

り
で
し
た
が
、
こ
ち
ら
で

の
仕
事
は
ま
こ
と
に
多
忙

を
極
め
、
あ
っ
と
い
う
間

に
月
日
の
み
経
っ
て
お
り

ま
す
。
河
辺
の
皆
様
、
と

り
わ
け
三
嶋
、
北
平
地
区

の
皆
様
に
は
ご
無
沙
汰
を

お
詫
び
致
し
ま
す
と
と
も

に
、
在
住
時
に
い
た
だ
い

た
数
々
の
ご
恩
顧
に
対
し

深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。

さ
て
、
私
も
河
辺
を
初

め
て
外
か
ら
見
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
何

と
い
っ
て
も
自
然
を
そ
の

ま
ま
残
し
た
河
辺
こ
そ
魅

力
的
だ
と
思
い
ま
す
。
道

路
添
い
に
四
季
が
満
喫
出

来
、
静
け
さ
の
中
に
小
川

の
せ
ゝ
ら
ぎ
、
小
鳥
の
鳴

声
、
虫
の
声
を
聞
く
事
の

出
来
る
郷
里
を
い
つ
ま
で

も
残
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
川

が
あ
り
、
両
サ
イ
ド
に
も

み
じ
、
か
え
で
、
さ
く
ら

等
が
あ
れ
ば
最
高
の
観
光

地
で
す
。
一
つ
心
配
な
の

は
、
あ
ま
り
に
も
植
林
が

進
み
「
豊
か
な
森
」
が
な

く
な
り
つ
ゝ
あ
る
事
で

す
。
せ
め
て
公
用
地
か
ら

で
も
ボ
ツ
ボ
ツ
森
づ
く
り

を
す
る
時
期
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
子
ど
も
の
頃

雑
木
林
の
中
で
小
鳥
を
追

っ
か
け
て
走
り
廻
っ
た
頃

の
夢
を
よ
く
見
ま
す
。
小

鳥
や
小
動
物
の
住
め
る
森

づ
く
り
、
そ
ん
な
勝
手
な

願
い
を
こ
め
な
が
ら
、
と

に
か
く
心
に
よ
み
が
え
る

事
は
楽
し
い
思
い
出
ば
か

り
で
す
。
あ
り
が
と
う
河

辺
村
我
郷
里
。
最
後
に
御

村
の
益
々
の
発
展
を
祈
り

つ
ゝ
筆
を
置
き
ま
す
。合

掌

ふ
る
さ
と
に
望
む

大
洲
市
森
山

福
桝
　
明
昭

（
国
木
出
身
）

管内大会

県大会

国　木

福　宮　ほのかちゃん

※お兄ちゃんに
負けるなZ

（父　聖）

下大成

森　川　紫
し

苑
おん

ちゃん

※紫ちゃんお誕生日
おめでとう

これからも明るく元気
に育ってネ！（母　宏美）

10／26

10／３

11／17

喜多郡シンボルマーク



（7）平成11年11月25日 か　　わ　　べ 第 134 号

間伐をしましょう！

間伐を怠ったために、森林の健全性が損われ、価値が低
い森林になってしまったり、雪害や風害、病虫害等で壊滅
的な被害を受けたりすることがよく聞かれます。後悔先に
立たず。もう一度あなたの森林の間伐についてよく考えて
みましょう。

あなたの森林を思い浮かべて下記についてチェック
してみましょう。
□細くて弱々しい木が多い
□木々がとても混んでいる
□林内が暗い
□下枝が著しく枯れ上がっている
□下草が生えず、表土が洗い流されている。また、土
や木の根が見えている
□森林の状態がどうなっているかわからない

枝打ちをしましょう！
枝打ちは、間伐と同様に森林の保育作業の一つであり、かつ林業経営上、最も積極的な優良材の生産手段です。皆

さんも“枝打ち”をして見ませんか。
腐朽進行を弱めるリアクションゾーン（反
応帯）が形成され（図３）、腐朽が幹内部
まで侵入することは滅多にありません。

ブランチバークリッチの外側は幹であ
り、ブランチカラーは幹の細胞が枝に入り
込んだ部分のため、枝打ちの際その範囲を
超えて切ることは幹に傷をつけることにな
るので注意が必要です。また傷口を覆う
（巻き込み）のは、幹の細胞のためこの部
分を傷つけることはなかなか塞がらないた
め、腐朽菌が侵入することとなるのです。

具体的な枝打ち方法を２つ紹介しておき
ますので、利用し易い方法で行って下さい。
（図４）またこれは、スギ・ヒノキの枝打
ちに限らず、樹木の剪定も活用できます。
①ブランチバークリッチの頂部を通り、枝
に水平な線（Ａ－Ｂ）とブランチバーク
リッチの線（Ａ－Ｃ）のなす角度と同じ
角度で枝側に引いた線（Ａ－Ｅ）で切り
ます。
②ブランチバークリッチの線（Ａ－Ｃ）と
ブランチバークリッチの頂部から引き下
ろした垂線（Ａ－Ｄ）のなす角度と同じ
角度を枝側に引いた線（Ａ－Ｅ）で切り
ます。

間伐しないと

間伐すると

間伐しないと、
下枝が枯れ上がり、ヒョロ長

×
適期の間伐で、枝葉がしっかりとした
木を育てる

ピュ～

ポキッ！

（森林の成長）

間
伐

間
伐

直径成長が抑制される

年輪幅が均一な良材へ成長

枝は、幹とは構造的に別のものです。枝
からの細胞は幹の中に取り込まれ、その部
分で幹の細胞と混じり合いながら下部で幹
と接合します（図１）。

斜め上方に伸びる枝と幹の付け根部分に
は、樹皮が盛り上がった「ブランチバーク
リッジ」という“シワ”が必ず現れます
（図２）。この“シワ”は枝が出たときから
幹表面に現れ、肥大成長とともに外側に伸
びて行きます。この内部に“節”にあたる
部分が形成されているのです。

一方、枝の付け根の下側には、ブランチ
カラー（枝隆）と呼ばれる“膨らみ”が形
成されます（図２）。この“膨らみ”は、
幹が枝を抱え込む形で細胞を伸ばしてお
り、幹の一部と考えて良いのです。

枝は幹内部まで侵入しているため、幹に
とって非常に危険な存在です。腐朽は、幹
の傷の場合滅多に内部まで侵入しません
が、枝打ちが不適切な位置（図３－Ｂ）で
あったり樹勢が弱っている場合には、幹内
部に入り込んだ枝を伝わって幹の中心部へ
と入り込みやすくなるのです。
樹勢が正常で枝打ち位置が正しければ、幹
と枝の細胞が混じり合う部分に外部からの

（剪定位置が正しい場合：位置Ａ）
腐朽菌等に対する反応帯が形成され、腐
朽等は節の内部に止まる。
（剪定位置が不適切な場合：位置Ｂ）
幹部を切除することとなり、幹の腐朽が
始まる。

幹の細胞群

枝の細胞群

樹皮

ブランチバークリッジ

ブランチカラー

位置Ｂ

位置Ａ

腐朽

リアクションゾーン（反応帯）

Ａ

Ｂ

Ｃ Ｄ
Ｅ

（森林の成長）

図１ 図３

図４

図２
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健康達人への道を極めたのは　何人だっ
たでしょう？
10月31日に行われた健康・文化フェスティバ

ルでは、「肥満」をテーマにして、老人福祉セン
ターで、健康クイズをはじめとした、スタンプ
ラリーを行いました。
様々な生活習慣病の引きがねといわれる肥満。

皆さんの関心も高かったのでしょう。 141名
の方々の参加をいただきました。ありがとうご
ざいました。

肥満予防のポイント
１.１日３食規則正しく食べる。
（朝食、昼食に重点をおき、夕食は軽めに。）
２.間食をひかえる。
（寝る３時間前は食べない）
３.ゆっくりと、よくかんで食べる。
（満腹感が得られやすい）
４.こまめに体を動かす習慣を。
５.ストレスをためない。
（やけ食い、やけ酒のもと）
６.週に１度は、体重チェックを。

くわしくは、
保健婦にご
相談ください。

年　金
ワンポイント サラリーマンの奥さんへ 河辺　太郎

１．第３号被保険者の届け出はお済みですか。

昭和61年４月から、厚生年金や共済組合に加入しているご主人に扶養されて
いる奥さんは、国民年金の窓口に、第３号被保険者の届け出さえすれば、ご自
分で保険料を負担しなくても将来の年金が受けられるようになりました。
届け出が遅れたり、おこたったりしますと、将来年金が受けられなくなる場

合がありますので、必ず窓口で加入手続きをして下さい。なお、その届け出は
保険料の時効の関係で２年前までしかさかのぼれません。

２．奥さんの保険料は、ご主人の給料から天引きされて
いません。

サラリーマンの奥さんの保険料はご主人の給料から天引きされていると思っ
ている人がいますが、これはまったくの誤算です。
奥さんの保険料は、ご主人の加入する厚生年金、共済組合が制度全体で負担

するしくみになっていますので奥さんの届け出によって、天引きされる保険料
の額が変わることはありません。

３．届け出はカンタンです。

第３号被保険者該当届書（市区町村役場（所）、社会保険事務所にあります）
に必要事項を記入し、ご主人の勤務先の確認印を受けたうえ、国民年金の窓口
に届け出てください。

もうすぐ 2000年です
現在の生活においてコンピュータは、いろんな物

の中に使われています。
当時のコンピュータは、生まれた時に西暦の下２

けたで仕事をするように設定されていますので、
2000年になると1900年と判断処理してしまいご作動
が生じてしまいます。影響の大きな分野は、対応が
進んでおり大きな混乱は生じないと考えられます。
しかし、日常生活においては小規模、短期的な影

響があることを考え次の事を心がけておきましょ
う。
・懐中電灯、ラジオ、乾電池、救急箱等の準備
・日頃から預貯金を記帳する
・灯油等適切な量の確保
・年末年始の旅行は、余裕を持った計画をたて家族
等に日程を連絡しておく
・2000年問題にからめた悪徳商法に注意する
なお、詳しいことは、総務課内に相談窓口を設置

しておりますのでお問い合わせください。
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診 療 所 だ よ り診 療 所 だ よ り

診察室が大学につながった！
最近診療所を訪れた何人かの子供さんがすでに気づかれましたが、自治医科大学からの補助で、診察室にテレビ電

話を設置しました。診療所にいながら大学の先生と画面を通じて情報交換をするためです。大学の先生の隣で勉強会

に出席している気分になったり、電話や手紙で伝えられない検査結果や患者さんの様子を画面で伝えることができま

す。まだ接続可能な先が少なく、接続時間帯も限られていますが、これを利用して将来もっとおもしろいことができ

るのではないかと思います。

「遠隔医療」という言葉があります。

医療の基本は、医師や看護婦など専門知識を持つものが、直接患者さんと接して判断を下すことです。しかし、患

者さんが病院や診療所に来るのに交通の便が悪いと頻繁に通うのは大変です。逆にあまりに広い範囲に往診先が多数

あると医師も移動するのに時間がかかり、疲労したり留守中に来られた患者さんに対応できないなどの問題が起こり

ます。

このようにお互いの移動により失われる時間や労力を解消するため、全国的に「遠隔医療」が試みられています。

例えば、往診先や独居の世帯を中心にテレビ電話が配置されると、時間や労力の損失、疲労も少なくなり、さらに

きめ細かいサービスも可能でしょう。少ない医師、看護婦、保健婦などの医療従事者が長く安定して力を発揮するた

めには、徐々に情報機器を取り入れ、個々の負担を少なくする必要があります。

しかしながらテレビ電話に関しては、まだ１件あたりの導入にある程度の費用がかかること、技術的な問題点など

を考えると、少し普及に時間がかかりそうです。

河辺村国保診療所

1 ３９－２０１０

Fax ３９－２８３６

老
人
保
健
で
医
療
を

受
け
る
に
は

七
十
歳
の
誕
生
日
の
翌
月
か

ら
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
ら

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
月
の
初
日

（
一
日
）
が
誕
生
日
の
人
は
、
そ

の
月
か
ら
開
始
に
な
り
ま
す
。

七
十
歳
に
な
っ
た
ら
、
役
場

福
祉
課
で
「
健
康
手
帳
・
医
療

受
給
者
証
」
の
交
付
を
受
け
て

下
さ
い
。

医
療
受
給
者
証
と
健
康
手
帳

は
、
老
人
保
健
で
受
診
す
る
資

格
を
証
明
す
る
も
の
で
す
。
と

く
に
健
康
手
帳
は
、
健
康
診
査

の
結
果
や
お
医
者
さ
ん
に
か
か

っ
た
時
の
内
容
を
記
録
し
て
お

く
の
で
、
治
療
や
健
康
管
理
に

役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
医
者
さ
ん
に

か
か
る
と
き
に
は

健
康
手
帳
、
医
療
受
給
者
証
、

保
険
証
の
三
つ
を
窓
口
に
提
示

し
ま
す
。

重
複
受
診
は

や
め
ま
し
ょ
う

か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん

を
も
た
ず
、
い
く
つ
も
の
お
医

者
さ
ん
に
か
か
る
こ
と
は
、
診

断
や
検
査
、
薬
の
処
方
な
ど
を

重
ね
て
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
医
療
費
の
む
だ
づ
か

い
に
な
り
ま
す
。
ま
た
薬
の
重

複
投
与
は
思
わ
ぬ
事
故
を
招
く

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

大洲保健所の相談ごと案内
①難病医療相談（予約制・無料）

日　時 毎月第３火曜日　　13時～15時

相談員 医師・保健婦・ケースワーカー

②精神保健福祉相談（予約制・無料）

日　時 毎月第３金曜日　　13時～15時

相談員 医師（精神科）

③エイズ検査・相談（氏名不問・予約制・無料）

日　時 毎月第１・３火曜日　　11時～12時

相談員 医師・保健婦

④結核・一般健康診断（有料）

日　時 毎週火曜日　　９時～10時

場　所　　大洲保健所２階　健康相談室　（124－3165）
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防
災
だ
よ
り

石
油
ス
ト
ー
ブ
の
取
扱
い
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ひ
と
冬
を
一
緒
に
過
ご
す
ス

ト
ー
ブ
で
す
。
使
い
は
じ
め
る

前
に
必
ず
点
検
整
備
を
し
ま
し

ょ
う
。

火
が
つ
き
に
く
か
っ
た
り
、

変
な
臭
い
が
し
た
り
、
少
し
で

も
異
常
が
あ
れ
ば
、
使
わ
ず
に

お
店
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ス
ト
ー
ブ
を
置
く
場

所
の
ま
わ
り
に
も
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

カ
ー
テ
ン
や
ふ
す
ま
に
近
す

ぎ
な
い
か
、
棚
な
ど
か
ら
物
が

落
下
す
る
恐
れ
は
な
い
か
、
ス

ト
ー
ブ
を
安
全
に
使
用
す
る
た

め
の
確
認
も
お
願
い
し
ま
す
。

給
油
す
る
と
き
の
注
意
点
は

１

火
を
つ
け
た
ま
ま
の
給
油

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

２

燃
料
の
入
れ
間
違
い
に
は

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

３

給
油
の
あ
と
は
、
燃
料
タ

ン
ク
の
ふ
た
を
確
実
に
し
め

ま
し
ょ
う
。
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同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
（
エ
イ
ズ
）
等

の
問
題
と
人
権

平
成
十
一
年
八
月
十
七
日
の

愛
媛
新
聞
に
よ
れ
ば
、
日
本
国

内
の
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｉ

Ｖ
）
感
染
者
は
、
四
年
後
に
一

万
五
千
人
を
超
え
、
患
者
数
も

四
年
後
に
約
三
千
三
百
人
に
な

る
見
込
み
で
、
三
・
五
倍
に
急

増
す
る
と
推
定
さ
れ
る
と
い
う
。

エ
イ
ズ
（
後
天
性
免
疫
不
全

症
候
群
）
は
、
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
に
よ
っ

て
起
こ
る
病
気
で
、
十
四
、
五

年
前
か
ら
流
行
し
て
い
る
新
し

い
病
気
で
あ
る
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
、
人
間
の
血
液
の

中
に
入
る
と
、
Ｔ
４
リ
ン
パ
球

な
ど
を
破
壊
し
、
そ
の
結
果
、

全
身
の
免
疫
機
構
が
破
壊
さ
れ

て
抵
抗
力
が
な
く
な
っ
て
く
る
。

普
通
な
ら
病
気
の
原
因
に
な

ら
な
い
よ
う
な
病
原
性
の
弱
い

微
生
物
（
カ
リ
ニ
原
虫
な
ど
）

が
重
い
病
気
を
起
こ
し
、
最
後

は
死
に
至
る
恐
ろ
し
い
病
気
と

言
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
、

感
染
者
の
血
液
と
精
液
、
母
乳

と
膣
分
泌
物
以
外
に
は
含
ま
れ

な
い
。
従
っ
て
感
染
は
、
汚
染

さ
れ
た
血
液
と
血
液
製
剤
、
汚

染
さ
れ
た
注
射
針
、
性
行
為
、

母
子
感
染
に
限
ら
れ
、
皮
膚
や

粘
膜
の
傷
な
ど
か
ら
感
染
す
る
。

だ
液
に
は
含
ま
れ
な
い
か
ら
、

接
吻
（
キ
ス
）
や
蚊
に
よ
る
感

染
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
伝
染
や

接
触
に
よ
る
感
染
を
恐
れ
た
り
、

そ
の
他
、
誤
っ
た
知
識
や
偏
見

に
よ
る
差
別
意
識
か
ら
患
者
や

感
染
者
を
差
別
し
、
不
当
に
人

権
を
侵
害
す
る
こ
と
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
し
、
許
さ
れ
な
い

こ
と
で
す
。

私
た
ち
一
人
一
人
に
病
気
ゆ

え
の
人
権
侵
害
を
し
な
い
と
い

う
決
意
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
河
辺
村
同
和
教
育
協
議
会
）

人のうごき
（平成11年11月１日現在）

世帯数　　　　528戸
男　子　　　　681人
女　子　　　　704人
計　　　 1,385人

Ｈ10.11.1現　1,403（△ 18）
Ｈ９.11.1現　1,418（△ 33）
Ｈ８.11.1現　1,445（△ 60）
Ｈ７.11.1現　1,482（△ 97）
Ｈ６.11.1現　1,553（△168）
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歌 

短 

み
社

や
し
ろ

に
雅が

楽が
く

床ゆ
か

し
く
七
五
三

扇せ
ん

子す

も
つ
孫こ

の
瞳
ひ
と
み
か
が
や
く

山
本
カ
シ
子

木
も
れ
陽
に
水
引
き
の
朱あ

け

か
が
や
き
て

ひ
そ
か
に
秋
は
深
ま
り
ゆ
き
ぬ

上
林
ヨ
シ
子

語
り
か
け
撫な

で
し
墓
石
は
温
か
く

陽
の
名
残
り
も
つ
夕
べ
か
な
し
も

戸
田
　
薫
明

広
大
な
立
山
黒
部
の
秋
の
色
　

赤
黄
緑
の
燃
ゆ
る
が
如
し

谷
本
　
愛
子

高
齢
で
牛
を
飼か

う
や
と
人
笑
う
も

入
賞
に
名
を
呼
ば
れ
て
嬉
し

清
水
　
　
孝

人
去
り
て
庭
草
し
げ
る
廃は

い

屋お
く

に

秋
の
草
花
は
咲
き
誇ほ
こ

り
お
り

清
水
　
菊
江

☆
お
誕
生
お
め
で
と
う

古
野
　
玲
奈
（
植
　
松
）父
　
誉

母
　
さ
や
か

☆
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

梅
林
　
義
春
（
日
　
除
）

78
歳

渡
嶋
ス
ヱ
ミ
（
植
　
松
）

70
歳

11／２

れ
い
な

ふ
る
さ
と
公
園
ふ
れ
あ
い
橋

付
近
に
、
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
を
五

十
八
本
植
栽
し
ま
し
た
。

こ
の
植
栽
は
平
成
十
一
年
度

宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
て
整
備

し
た
も
の
で
す
。

宝
く
じ
の
収
益
は
、
豊
か
で

住
み
よ
い
村
づ
く
り
に
還
元
さ

れ
て
い
ま
す
。
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